
Colors,Future! Actions 
推進ビジョン (案)

〜川崎市市制100周年記念事業のレガシー〜

川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実行委員会
令和7（2025）年8月
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100周年記念事業について

●市制１００周年記念事業に関するアンケート

今回のイベントや１００周年に関する取組で、新
たな川崎の魅力を知ることはできましたか。

今回のイベントや１００周年に関する取組で、川
崎のイメージは良くなりましたか。

(回答数 3,040件)

市内イベント等の機会に100周年の認知度調査を実施し、段階的に100周年の認知度が向上し、令和６年度の平均は９割を超えました。
また、実行委員会主催事業等の機会を捉えて、市制100周年記念事業アンケートの調査を実施し、川崎のイメージが「良くなった」「どちらかというと良

くなった」という回答が7割を超えるなど、100周年記念事業が、川崎を「知って、関わって、好きになる」ことに効果があったことがわかる結果となりました。

今回のイベントや１００周年に関する取組を
きっかけに、イベントへの参加など川崎のまちに
関わってみたいと感じましたか。

今回のイベントや１００周年に関する取組をきっかけに、
市内在住の方は川崎に住み続けたい、市外在住の方は
川崎に住みたいと思うようになりましたか。

令和６年度平均

約92％
約65％

令和５年度平均

(回答数約6,300名)
【市制100周年 認知度調査】 【市制100周年記念事業アンケート】

約87% 約84%

約72% 約77%
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市制100周年記念事業を令和７年度以降につなげるために
これらの取組成果から分かるように、実行委員会や川崎市の主催事業をはじめ、多くの方々と共創しながら記念事業に取り組んだことにより、多く

の市民の皆様に、川崎を知って、関わって、好きになっていただき、「愛着」と「誇り」を持っていただくとともに、これまでになかった新たな取組やさまざま
な市民・企業・団体の皆様と新たなつながりを創出することができました。
こうした成果を踏まえ、記念事業終了後も「あたらしい川崎」を生み出していく取組につなげていくためには、主に以下の３点が必要です。

「あたらしい川崎」
に向けた

取組に活かす
新たな取組

新たなつながり

・ 100周年を契機として「あたらしい川崎」を生み出していくため、より一層の課題解決や新たな価値の創出にチャレンジしたことで生み出した「新た
な取組」や「新たなつながり」については、記念事業のレガシーとして今後の川崎市の取組推進に生かしていく必要があります。一方、 100周
年の祝賀感や機運の醸成のために既存事業の規模を拡大して行った取組等については、例年ベースの取組に戻すことを基本としながら、今後の
取組推進に生かしていく必要があります。

・ 100周年の実行委員会等をはじめとして、記念事業を通じて生まれたさまざまな主体同士のつながりや、官民連携や民間主体でまちを盛り上
げる機運は、今後も川崎市をより良くしていくために重要であり、今回生まれたこうした機運を今後も引き続き醸成し、川崎における新たな取
組の実施につなげていく必要があります。

・ 記念事業で向上したシビックプライドや川崎市のイメージにより、地域社会のため当事者意識を持って行動する市民の増加や、川崎に魅力を
感じる企業・産業の進出などがこれまで以上に期待されます。引き続きシビックプライドの醸成等が進むよう、100周年で取り組んだ周知・PRの
手法やノウハウを今後のプロモーション活動に生かし、川崎市の効果的なPRや川崎のさらなる魅力向上につなげていく必要があります。

引き続き
機運を醸成

まちを
盛り上げる

機運

効果的な
プロモーション
活動に活かす

向上した
シビック
プライド
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取組の進捗確認及びビジョンの策定経過と今後のスケジュールについて

レガシーの基本的な考え方である「さまざまな人たちが川崎に「愛着」と「誇り」を持ち、つながりあいながら未来にチャレンジするまち」の実現に向けて、実
行委員会解散後もSDGsプラットフォームにおける「Colors,Future! Actions 推進部会」や川崎市の庁内横断的な会議等を活用しながら定期
的に現状を把握し、進捗確認をしていく必要があります。
こうしたことから、７つの取組の方向性を踏まえた「100周年記念事業を契機として生まれた多彩な事業」のその後の取組状況、「官民連携による新た

な事業」の創出状況などを把握するとともに、「シビックプライド指標（市民の市に対する「愛着」「誇り」に関する平均値）」及び「隣接都市における、川
崎市にいいイメージがあると感じている人の割合」などの川崎市総合計画に定める「主な成果指標」を活用しながら、効果的に取組の進捗確認を行い、
さらなる取組の推進につなげていきます。

● 「Colors,Future! Actions 推進ビジョン」を踏まえた取組の進捗確認について

●ビジョンの策定経過と今後のスケジュールについて

年度 R6年度 R7年度 R8年度以降

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

内容

記念事業の実施
総
会

幹事会・共同事務局等
実行委員会における検討

「推進ビジョン」に基づく
取組の推進

ビ
ジ
ョ
ン(

素
案)

に

向
け
た
意
見
募
集

骨
子
素
案

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

骨
子
策
定

ビ
ジ
ョ
ン
素
案

総
会 CFA部会

設立

「推進ビジョン」に
基づく取組の
継続・発展

令和7(2025)年3月に「Colotrs!Future! Actions推進ビジョン」を骨子としてとりまとめ、その後、官民連携ワークショップやWEBサイト等を通じて、
市民や企業の皆さまからの御意見を募集しました。いただいた御意見等も踏まえながら、実行委員会における検討を進め、このたび「Colotrs!Future! 
Actions推進ビジョン」を策定、ビジョンに基づく取組の継続・発展を図ります。
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主な事業の令和7年度における取組について14）
「Colors,Future! Actions推進ビジョン」では、100周年記念事業後も100周年記念事業を契機として生まれた多彩な事業の
継続・発展を図り、 「あたらしい川崎」を生み出す取組を推進していくことを示しています。ここでは、 「Colors, Future! Actions」
を体現する取組として実施した「実行委員会主催事業」のうち、今後も継続的に実施していく事業について、その令和7年度におけ
る取組を報告します。

① Colors,Future!Summit2025
② みんなの川崎祭
③ 川崎駅周辺のまちづくりと連携したブランディング・情報発信
④ ここから未来プロジェクト
⑤ かわさき脱炭素プロジェクト
⑥ みどりの共創プロジェクト
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① Colors,Future!Summit2025 4）

• 令和6(2024)年度の「Colors,Future!Summit」は、川崎の可能性を共有し、未来づくりへの参加のきっかけとなる 『カン
ファレンス』 とこれまでの100年で培われた川崎の魅力を再発見し、誰もが楽しめる 『フェスティバル』 とを組み合わせた市制
100周年記念事業の取組の核として実施しました。

• 引き続き、「あたらしい川崎」を生むための官民連携の主要な取組として、令和7(2025)年度は、 『カンファレンス」・『フェス
ティバル』に加えて、新たに『実証実験のサポート」を取組メニューとして加え、次のとおり開催します。

日時 : 令和７(2025)年11月2日(日)・3日(月祝)
場所 ︓ カンファレンス ︓市役所本庁舎2階ホール、 UNI COFFEE ROASTERY 川崎市役所、川崎駅東口駅前広場

フェスティバル ︓川崎駅東口駅前広場
実証実験サポート︓年間を通じて市内各地で実施

テーマ ︓ 「あたらしい自分、川崎ではじまる」
実施主体 ︓ Colors,Future!Summit2025製作委員会

(㈱ホリプロ/NTT東日本/ /㈱JTB/㈱ TopKnock/㈱フロンティアダイレクト/川崎市）

① Colors,Future!Summit2025 
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② みんなの川崎祭14）

• 令和6(2024)年度の｢みんなの川崎祭｣は、市役所通り6車線を歩行者空間とし、川崎で活躍する人たちによる多彩なスポー
ツや音楽などのステージ・体験、休憩・飲食ブースの設置、サステナブルな取組を展開することにより、公共空間を活用した居心
地のよいウォーカブルな空間や面的な賑わいの創出を図る事業として実施しました。

• 引き続き、将来的な公共空間の効果的かつ持続的な活用を目指すとともに、ウォーカブルなまちづくりに挑戦する取組として、令
和7(2025)年度は「ほしい未来はみんなでつくる︕」をテーマに、「挑戦・創造・融合・健康・表現・連携・社会課題」という新しい
未来につながる7つのキーワードを軸に、みんなが楽しみながら未来にチャレンジできるイベント次のとおり開催します。

日時 : 令和7(2025)年11月2日(日)
場所 ︓ 市役所通り（駅前から国道15号までの道路空間6車線) ほか
テーマ ︓ 「ほしい未来はみんなでつくる︕」
実施主体 ︓ 川崎市

② みんなの川崎祭
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③ 川崎駅周辺のまちづくりと連携したブランディング・情報発信14）

• 川崎の魅力を高め、まちの活性化を加速させるため、「Colors,Future! Summit」や「みんなの川崎祭」などの継続・発展に取
り組みながら、川崎駅周辺のまちづくりと連携し、官民連携でまちのにぎわいの創出を図るとともに、川崎の更なるブランディングを
目指すことを目的として、取組を進めるものです。

• 令和7年度は、昨年度の100周年記念事業の中で実施した秋の4大イベント広報連携を発展させ、「Colors,Future! 
Summit」・「みんなの川崎祭」・「かわさき市民祭り」・「川崎夜市」及びその周辺のイベントと連携し、共通のロゴやテーマを用いた
連携企画や広報を実施することで、イベントの一体感の醸成を図ります。令和８年度以降は、これらの連携イベントを、ひとつの一
体的な大きなイベントとして開催することでブランディングを強化し、川崎の更なる魅力向上やまちの活性化を図ります。

③ 川崎駅周辺のまちづくりと連携したブランディング・情報発信

川崎夜市

Colors,Future! Summit
（市役所庁舎）

かわさき
市民祭り

みんなの川崎祭

アリーナシティプロジェクトと
連携した取組

JR川崎駅北口周辺
の取組

Colors,Future! Summit
（ルフロン前）

・Colors,Future!Summit2024（11/2、3）
・みんなの川崎祭（11/2）
・川崎夜市（10/28〜11/4）
・かわむすのおんがえし（11/2〜11/4）

（参考）令和6年度の4大イベント広報連携

※令和７年度連携イメージ<令和7年度の取組>
•JR川崎駅北口通路のラッピング及び、
フォトスポットやデジタルマップなど回遊性
向上を図るコンテンツ
•共通のロゴやキービジュアルによる広報
•共通のテーマによるイベント間連携 等
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④ ここから未来プロジェクト

• 令和6(2024)年度の「ここから未来プロジェクト」は、溝口駅前キラリデッキの誰もが楽しめるオープンなステージを活用し、音楽や
ダンスを通じた地域社会の活性化とオープンスぺースで活動ができる場の創出にチャレンジする取組として、令和6(2024)年11
月にステージ竣工するとともに、こけら落としイベントをはじめ、「まるっとサステナファッションショー」、「Midori-ba FES in 
MIZONOKUCHI」、テレビ番組収録場所としての活用などステージを活用した取組を進めました。

• 引き続き、地域の方々が中心となって立ち上げた「ここから未来プロジェクト推進協議会準備会」により、「ステージの利用促進・
認知度向上」及び「地域との連携強化」の取組を進め、ステージを活用した多彩な文化活動の場の提供を通じた「人のつなが
り」から活力とうるおいある地域社会づくりを推進する取組を進めていきます。

④ここから未来プロジェクト

令和7年度の事業方針
「ステージの利用促進・認知度向上」・「地域との連携強化」による地域に根差した持続可能な活動の展開
主な取組
• 「ここから未来プロジェクト推進協議会準備会」主催イベントの開催による音楽・ダンス・文化の発表の場の創出
• 「みんなでステージに立ってみようDAY」の実施（令和7年7月以降、月1回実施予定）
※音楽機材などを「ここから未来プロジェクト推進協議会準備会」で用意することで、利用しやすい環境を整え、

ステージ利用促進を図るもの
• 地域団体への活動の場提供の取組推進など
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⑤ かわさき脱炭素プロジェクト

• 令和6(2024)年度の「かわさき脱炭素プロジェクト」は、脱炭素プロジェクトの先行的取組として「宅配再配達削減」エコアクショ
ンの普及・啓発に取り組み、市内15か所の宅配便ロッカーに地球環境問題等を周知するラッピング等を行い、市民に広く広報・
周知を行うとともに、宅配便ロッカー利用者に川崎ゆかりの特典を提供するキャンペーンを実施し、宅配分野における市民の自発
的な行動変容につながるしくみの検証を進めました。

• 引き続き、「市民ひとりひとりが自発的に環境によいアクションをとる文化や新しいライフスタイルをつくる」ことを目的に様々な取組
実施を推進していきます。

⑤かわさき脱炭素プロジェクト

R6年度キャンペーン広告

R6年度宅配ボックスラッピング
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⑥ みどりの共創プロジェクト14）

• 令和6(2024)年度の「みどりの共創プロジェクト」は、全国都市緑化かわさきフェアの開催を機に、『みどりでつなげる、暮らしやすく、
住み続けたいまち』の実現を目指す取組として、企業・団体等の多様な主体が参画してスタートしました。「コミュニティ×みどり」を
テーマに、公園など場所を決めてみどりを育てる体験のできる「グロウガーデン」や、トラックなどを使用して場所を制限せずに身近に
みどりに触れる機会を創出する「トラックガーデン」の取組等年間を通じて市内各地で進め、令和6(2024)年12月にはプロジェク
トに参画した9つの企業・団体により、任意団体『midori-ba』が設立されました。

• 引き続き、プロジェクトから立ち上がった団体『midori-ba』が、みどりと出会う場やきっかけを提供し、人・みどり・まちをつなぐ取組
を継続していきます。

⑥ みどりの共創プロジェクト

みどりあふれる憩いの場でのイベント
（SUPERNOVAKAWASAKI）

公園にある素材でクリスマスリースづくり
（橘公園）

KIRARI  FES
（溝の口駅キラリデッキ）
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